
　
西
郷
隆
盛
の
「
西
郷
南
洲

翁
遺
訓
集
」
に
「
会
計
出
納

は
、
全
て
の
制
度
の
基
本
で

あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
は

こ
れ
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、

秩
序
あ
る
国
家
を
創
る
上
で

最
重
要
事
で
あ
る
か
ら
、
慎

重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
。

　
　
新
し
い
事
業
を
行
う
際

の
財
政
的
な
裏
付
け
。

　
　

新
規
事
業
に
限
ら
ず
歳

入
と
照
合
し
、
愛
知
県
が
ま

と
め
た
「
公
共
施
設
の
財
源

制
度
一
覧
」
で
国
・
県
の
補

助
金
の
有
無
を
確
認
等
、
財

源
確
保
に
努
め
て
い
る
。
地

方
債
も
交
付
税
措
置
を
調
べ
、

極
力
町
単
独
事
業
と
な
ら
な

い
よ
う
検
討
。

　
　
事
業
が
単
発
か
長
期
に

続
く
も
の
か
、
ま
た
投
資
的

経
費
か
経
常
的
経
費
か
に
よ

っ
て
違
う
が
、
そ
れ
ら
の
判

断
基
準
と
判
断
期
間
。

　
　

特
に
判
断
基
準
を
決
め

て
い
る
訳
で
は
な
く
、
緊
急

性
に
よ
り
補
助
金
等
が
無
く

て
も
事
業
化
す
る
も
の
も
あ

る
が
、
各
課
に
は
補
助
対
象

に
つ
い
て
必
ず
調
査
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

　

総
合
計
画
に
基
づ
き
策
定

す
る
実
施
計
画
に
３
カ
年
の

財
政
計
画
を
作
成
し
、
ロ
ー

リ
ン
グ
方
式
に
よ
り
毎
年
度

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
健
全
な
財
政
運
営
を
行

な
う
に
は
中
期
（
５
年
）、

長
期
（
10
年
）
の
財
政
計
画

が
必
要
と
考
え
る
が
、
財
政

計
画
が
存
在
す
る
の
か
。

　
仮
に
無
い
と
す
れ
ば
作
成

す
る
考
え
。

　
　

中
期
は
実
施
計
画
の
中

で
３
カ
年
。
長
期
は
起
債
の

償
還
計
画
は
作
成
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
は
、
激
変
す

る
社
会
情
勢
か
ら
企
業
の
業

績
を
読
む
こ
と
が
難
し
く
町

税
の
見
込
み
が
立
た
な
い
。

　

国
の
制
度
改
正
、
町
の
決

算
状
況
な
ど
刻
々
と
変
化
す

る
中
で
長
期
の
見
通
し
は
難

し
い
。

　
　
今
後
、
財
政
負
担
が
生

じ
る
大
き
い
新
事
業
の
計
画
。

　
　

公
共
施
設
等
の
老
朽
化

対
策
に
多
額
の
事
業
費
が
必

要
。

　

今
後
不
足
す
る
中
学
校
の

教
室
や
高
齢
化
、
子
育
て
、

障
害
者
施
策
な
ど
社
会
保
障

関
係
経
費
の
増
額
は
大
き
な

課
題
。

　
　
平
成
28
年
９
月
「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を

策
定
。「
今
後
40
年
間
に
建

物
・
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
修
繕

に
か
か
る
費
用
は
６
０
０
億

円
と
推
定
さ
れ
、
年
間
に
換

算
す
る
と
15
億
円
。
管
理
目

標
の
設
定
、
工
程
な
ど
今
後

の
具
体
的
な
展
開
。

　
　

橋
梁
は
、
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
、
道
路
は
、
道

路
舗
装
修
繕
計
画
に
よ
り
改

修
工
事
実
施
。

　

各
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
に
学
校
施
設
、

平
成
31
年
度
に
中
央
公
民
館

本
館
、
図
書
館
、
保
健
セ
ン

タ
ー
等
の
個
別
施
設
計
画
を

策
定
。
各
種
補
助
事
業
な
ど

を
研
究
し
、
町
の
負
担
軽
減

に
努
め
る
。

　
　
基
金
別
に
当
該
年
度
使

用
計
画
の
一
覧
明
示
は
。

　
　

毎
年
度
の
決
算
書
に
財

産
に
関
す
る
調
書
と
し
て
、

基
金
別
の
一
覧
表
が
あ
る
。

当
該
年
度
に
使
用
す
る
基
金

は
、
予
算
書
の
歳
入
18
款
・

繰
入
金
の
基
金
繰
入
金
に
、

各
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
額

を
計
上
し
て
い
る
の
で
参
考

に
。

　
　
一
般
会
計
予
算
規
模
が

１
０
３
億
円
。
そ
れ
に
対
し

地
方
債
残
高
が
約
96
億
円
で
、

財
政
調
整
基
金
残
高
は
16
億

円
の
評
価
は
。

　
　

地
方
債
残
高
を
今
後
30

年
間
で
償
還
す
る
が
、
う
ち
、

臨
時
財
政
対
策
債
約
48
億
４

０
０
０
万
円
は
、
地
方
交
付

税
と
し
て
20
年
か
け
て
全
額

交
付
。
こ
の
他
に
も
交
付
税

措
置
さ
れ
る
地
方
債
が
あ
り
、

例
え
ば
、
31
年
度
予
算
の
、

同
報
系
防
災
行
政
無
線
整
備

工
事
設
計
委
託
料
約
１
０
０

０
万
円
は
、「
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
」
が
活
用
で
き
、

地
方
債
充
当
率
１
０
０
％
で
、

そ
の
70
％
が
交
付
税
措
置
さ

れ
る
。
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
と
、
１
０
０
０
万
円
の

借
入
金
に
補
助
が
つ
く
よ
う

な
も
の
で
、
借
り
入
れ
に
よ

り
、
町
の
負
担
が
約
７
０
０

万
円
軽
く
な
り
、
実
質
３
０

０
万
円
の
負
担
と
な
る
と
て

も
有
利
な
借
り
入
れ
で
あ
る
。

逆
に
借
り
入
れ
を
せ
ず
に
行

う
と
７
０
０
万
円
の
不
利
益

に
な
る
の
で
、
最
も
有
利
な

方
法
を
探
し
な
が
ら
事
務
を

行
っ
て
い
る
。

　

地
方
債
残
高
約
96
億
の
実

質
の
町
負
担
は
約
35
億
３
０

０
０
万
円
と
な
る
。
地
方
債

の
返
済
額
の
大
き
さ
を
表
す

実
質
公
債
費
比
率
は
平
成
29

年
度
１
・
１
％
で
、
国
が
定

め
る
基
準
25
％
を
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
財
政
的
に
は
健

全
な
状
態
に
あ
る
。
財
政
調

整
基
金
残
高
に
は
適
正
な
基

準
は
無
く
、
標
準
財
政
規
模

の
10
％
と
も
20
％
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
災
害
な
ど
不
測

の
事
態
に
備
え
、
標
準
財
政

規
模
の
20
％
程
度
は
備
え
た

い
。

問答問答

問答問答

問答問答

問答

持続可能な財政運営
財政的には健全な状態

渡辺　功  議員
（新政会）

３
年
間
の
予
定
事
業

2019年度

2020年度

2021年度

約 9億3,000万円
約 2億8,000万円

約6,800万円
約3,200万円

約 9億9,000万円
約 4億1,000万円
約 1億9,000万円

約 1億円
約4,300万円

新学校給食センター建設事業
南部保育園→認定こども園施設整備補助金
道路補修事業
宮津地区土地改良事業
新学校給食センター建設事業
防災行政無線デジタル化事業
小・中学校環境整備事業
小・中学校環境整備事業
オアシスセンター整備事業
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